
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

来館目的と利用行動からみた複合公立図書館の利用
実態に関する研究 : St, Tg館における施設利用者の
来館目的と利用空間のつながりについて

志波, 文彦
九州大学大学院人間環境学研究院 : 助教・博士（工学）

福本, 七海
鹿島建設株式会社

二田水, 宏次
九州大学大学院人間環境学府空間システム専攻 : 修士課程

https://hdl.handle.net/2324/7232247

出版情報：Journal of Architecture and Planning (Transactions of AIJ). 87 (791), pp.12-21,
2022-01-01. Architectural Institute of Japan
バージョン：
権利関係：© 2022, Architectural Institute of Japan



日本建築学会計画系論文集 第87巻 第791号, 12-21，2022年1月
J. Archit. Plann., AIJ, Vol. 87, No. 791, 12-21, Jan., 2022

DOI https://doi.org/10.3130/aija.87.12

— 12 —

＊ 1 九州大学大学院人間環境学研究院　助教・博士（工学）
＊ 2 鹿島建設㈱　
＊ 3 九州大学大学院人間環境学府空間システム専攻　修士課程

Assist. Prof., Faculty of Human-Environment Studies, Kyushu Univ., Dr.Eng.
Kajima Corporation
Grad. Student, Graduate School of Human-Environment Studies, Kyushu Univ.

【カテゴリーⅠ】

来館目的と利用行動からみた複合公立図書館の利用実態に関する研究
St, Tg 館における施設利用者の来館目的と利用空間のつながりについて

RESEARCH ON THE ACTUAL USE OF THE COMPLEX PUBLIC LIBRARY FROM THE PERSPECTIVES
OF VISITING PURPOSE AND USAGE BEHAVIOR

Connection between users’ visiting purpose and space usage at St, Tg libraries

志 波 文 彦＊1，福 本 七 海＊2，二田水 宏次＊3

Fumihiko SHIWA, Nanami FUKUMOTO and Koji NITAMIZU

 
 
 
 

来館目的と利用行動からみた複合公立図書館の利用実態に関する研究： 

St, Tg 館における施設利用者の来館目的と利用空間のつながりについて 
 

RESEARCH ON THE ACTUAL USE OF THE COMPLEX PUBLIC LIBRARY FROM THE PERSPECTIVES 
OF VISITING PURPOSE AND USAGE BEHAVIOR: 

CONNECTION BETWEEN USERS’ VISITING PURPOSE AND SPACE USAGE AT St, Tg LIBRARIES 
 
 

志波 文彦＊1，福本 七海＊2，二田水 宏次＊3、 
Fumihiko SHIWA, Nanami FUKUMOTO and Koji NITAMIZU 

                                   
 

This research clarifies the following issues to obtain useful knowledge for future public library planning by capturing the behavior of the 
complex public library based on the user’s purpose of visit. First, the functional structure and management policy of the complex public 
library in recent years were examined. Second, the connection between users’ purpose of visit and the space used at St and Tg libraries 
were clarified. Finally, the users’ purpose of visit, patterns and development of “by-the-way use,” and expansion of space used under “stop 
by use” were evaluated to determine the usage structure of the stay-oriented library. 
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1. はじめに 

2003 年の地方自治法改正による指定管理者制度の創設以降、公共

施設の管理を民間団体へ委託することが可能となり、従来なかった

様々な空間や機能、サービスの提供や他施設との積極的な複合化を

行う公立図書館が見られるようになった。制度創設以降、指定管理

者制度を導入する公立図書館は増え続け、2015 年の調査では全体の

約 15.6%にあたる 516 館で導入されており文 1）、近年では新築図書

館の半数以上が複合図書館となっている注 1）。中には図書館を核とし、

地域の中心的な賑わいの場とするために積極的に他施設との複合化

が行われる事例も見られるようになるなど施設利用者の来館目的や

空間の使われ方も多様化している。特に複合公立図書館では、しば

しば同一施設内における図書館と他施設の相互利用が行われるが、

多様な性格の施設が複合化されていることによって当初来館の目的

とした施設以外の利用（以下、ついで利用）が行われたり、駅やコ

ンビニ等の交通・利便施設等と近接した立地条件にあることで特定

の来館目的をもたない利用（以下、立ち寄り利用）が行われるなど、

従来の図書館ではみられなかった多様な利用形態が見られるように

なった。これら来館者の利用行動は、複合された施設の性格や空間

相互のつながりに影響を受けることから、複合公立図書館の計画に

あたっては、来館目的と利用空間のつながりに着目した利用実態の

解明が極めて重要であると考える。 
公共図書館を対象にした既往研究は多岐にわたるが、近年の動向

に注目すると、管理・運営実態については 1990 年代以降の複合型

図書館を対象にその空間構成を総括したうえで職員の管理面積、業

務量、職掌状況から管理・運営の実態を明らかにし、設計者と運営

者の関わり方をもとに計画プロセスについてとらえた研究文 2）,3）な

どがある。また施設複合化の状況については、全国の複合公立図書

館を対象に、その設置動向や自治体の状況、複合パターン、複合化

の図書館利用への影響をとらえた研究文 4）などがある。来館者の利

用行動については、貸出型利用から滞在型利用への利用傾向の変化

を踏まえたうえで利用者の属性と座席選択をもとに近年の図書館の

利用実態をとらえた研究文 5）や、滞在型図書館における来館者の移

動経路と活動の分布をとらえ、空間構成との関係について分析を行

った研究文 6）などがある。特についで利用については、図書館と公

共施設との複合施設を対象に利用行為の傾向や施設構成、室の開放

度合等の側面からその利用実態をとらえた研究文 7）があるが、管理

方式を踏まえた上で利用者の来館目的の有無に基づく利用行動や利

用空間とのつながりについて分析した研究は十分行われていない。 

  ＊1 九州大学大学院 人間環境学研究院 助教・博士（工学）  Assistant Prof., Faculty of Human-Environment Studies, Kyushu Univ., Dr Eng. 

 ＊2 鹿島建設株式会社  The Kajima Corporation 

＊3 九州大学大学院 人間環境学府空間システム専攻 修士課程  Grad. Student, Graduate School of Human-Environment Studies, Kyushu Univ. 
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Table2 Survey outline 

 

 
Fig.1 Overview of the surveyed building 
Table3 Summary of fact-finding survey 

 

Table1 Libraries included in the research 

 

そこで本研究では、指定管理者制度導入後の 2003 年以降に新設

または改修された複合公立図書館を対象に、施設利用者の来館目的

をもとに利用行動をとらえることで、今後の複合公立図書館の計画

に資する知見を得ることを目的とする。 
 

2.研究の方法 
2-1.調査対象 

本研究では図書館の統計資料文 8）をもとに、施設台帳や建築雑誌

等より図面情報が収集可能な事例のうち 2003 年から 2018 年まで

に新設または改修された全国の複合公立図書館で、最寄りの駅から

2km 圏内にあり調査協力が得られた 48館を対象とした（Table1）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2-2.調査方法 

調査では、まず前述の調査対象館を対象に施設台帳や建築雑誌か

ら収集した各種図面などをもとにした資料調査および図書館管理者

を対象とした運営方針や利用状況に関するアンケート調査注 2）を行

い、複合公立図書館の管理状況について把握した。 
さらにこれらのうち、機能複合化による利用者増加への期待、駅

前等利便性の高い立地など積極的な理由から複合化され、特徴的な

計画が行われた施設 2 館を抽出し、来館者に対するアンケート調査

および施設利用者を対象とした巡回観察調査を行うことでその利用

実態を明らかにした（Table2,3、Fig.1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3.分析方法 

研究にあたり、まず全調査対象館を対象に図書館と複合化される

他施設の床面積の割合および 1 館中に複合化される施設の機能構成

とその割合を分析し、空間面から近年の複合化の傾向をとらえた。
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Table5 Definition of library management policy 

 

 
Fig.3 Management method and management policy trends 

Table4 Classification of complex functions 

 

 
Fig.2 Proportion of complex functions 

次に、調査対象館の管理者を対象に管理方式別にその運営方針の分

析を行い、公立複合図書館における運営面での特徴をとらえた。以

上より近年の複合公立図書館の運営面、空間面での特徴をとらえた

上で、同一の民間企業注 3）が指定管理者であり、その両面において

近年先進的な取り組みを行う St、Tg 館注 4）を対象に具体的な利用実

態をとらえた。 
St、Tg 館の利用実態調査では、まず来館者の利用行動の時間変化

を主要空間別にとらえた上で、施設利用者の来館目的の有無と内容、

ついで利用のパターンと展開、立ち寄り利用者の利用空間の広がり

をとらえることで、滞在型利用の起点となる利用構造を明らかにし

た。なお、St、Tg 館はともに駅からの距離が極めて近い公立複合図

書館であるが、St 館は駅と直結した施設である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.複合施設の機能構成とその割合 

全調査対象館 48 館を対象とした資料調査をもとに、対象館に複

合して設置された施設機能の延べ総数の割合についてみると、商業・

産業施設と社会教育施設の 2 分類が全体の約 7 割を占める。その内

訳として商業・産業施設では飲食店が、社会教育施設ではホールや

生涯学習センターなどを含む文化・学習施設が半数以上を占めてお

り、近年では飲食店のように来館者が気軽に利用しやすい空間やホ

ールなどの大空間を要する公共施設と複合する傾向にあることがう

かがえる。一方、同じ大分類に含まれる機能が複数複合されている

館もあるため、それらの複合数を大分類別にみると、商業・産業施

設、社会教育施設、児童福祉施設、医療・保健施設、交通施設にお

いて複数の機能を複合している。中でも商業・産業施設と社会教育

施設は同じ大分類内に複合されている機能数が多く、最も多いもの

で前者は店舗やカフェ、オフィス、産業支援センター等 6 種類を含

むもの、後者はホールやプラネタリウム、ギャラリー等 5 種類の機

能が複合されているものもみられた（Table4、Fig.2）。 
 
4.複合公立図書館における運営方針の傾向 

近年の複合公立図書館の運営方針の傾向をとらえるため、全調査

対象館のうち、協力の得られた 43 館への管理者アンケートをもと

に、館の運営方針を貸出指向、課題解決注 5）指向、滞在注 6）指向の 3
項目に分類し、それらの傾向について分析を行った。 

まず全体の傾向として、課題解決指向の項目では［レファレンス

機能の充実］と［地域の発展を支える情報拠点であること］を 6 割

以上の図書館が重視している。また滞在指向の項目では、［利用者が

居心地のいい空間づくり］、［複合した他施設と連携したサービスの

提供］、［市民の交流の場］を約 6～7 割の図書館が重視しているこ

とが分かった。一方で貸出指向の項目では、最も多い［自動貸出機

の導入］でも 4 割強であり、［貸出冊数の向上］については 3 割強

にとどまっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に管理方式別にみると、直営方式を採用している図書館は大半

の項目で全体より割合が低く、貸出指向の項目では［自動貸出機の

導入］、課題解決指向の項目では［生涯学習サービスの提供］、滞在

指向の項目では［複合した他施設と連携したサービスの提供］が全

体に比べ特に割合が低くなっている。一方、課題解決指向の［地域

の発展を支える情報拠点であること］と［雑誌記事、新聞記事の提
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Fig.4 Development of behavior based on seat usage 

供］の 2 項目は全体に比べ割合が高くなっており、中でも前者は全

体でもその割合が高い項目となっている。 
指定管理者方式を採用している図書館では、大半の項目で全体よ

り割合が高く、特に貸出指向の項目では［自動貸出機の導入］と［読

書通帳の導入］、課題解決指向の項目では［生涯サービスの提供］、

滞在指向の項目では［利用者が居心地のいい空間づくり］、［閲覧席

の充実］、［複合した他施設と連携したサービスの提供］が全体に比

べ特に割合が高くなっている。中でも［利用者が居心地のいい空間

づくり］と［複合した他施設と連携したサービスの提供］は全体で

もその割合が高い項目となっている。 
項目ごとに運営方針の傾向をみると、自動貸出機の導入は直営方

式の図書館の約 3 割、指定管理者方式の図書館の約 6 割が重視して

いる。この指定管理者が運営する図書館 8 館のうち 6 館がレファレ

ンス機能の充実と生涯学習サービスの提供の両方を重視しているこ

とから、貸出業務の自動化により職員の労力を低減し、課題解決に

つながる充実したサービスの提供を試みていることがうかがえる。

一方、施設全体の出入口に BDS を設置している図書館 12 館のうち

8 館が複合施設との連携を重視しており、複合施設同士をつなぐ吹

抜けや複数の機能が一体化した空間構成等の特徴が共通してみられ

る（Table5、Fig.3）。 
 
5. 利用実態の分析 

5-1. 主要空間別に見た来館者の座席利用 

St, Tg 館を対象に平日休日の開館時間における 30 分おきの巡回

観察調査をもとに、主要空間別の来館者の座席利用について分析を

行った。なお、座席利用の変動が極端に多くなる昼食時間帯（11:30
～13:00）、夕食時間帯（16:30～18:00）は調査から除外している注 7）。 

St 館では、平日休日とも閲覧エリアで読書、学習室で勉強、書店

やカフェで休息目的での座席利用が多くみられた。2 階閲覧室は平

日休日ともに昼過ぎの 14:00 頃に利用のピークを迎えるが、学習室

は平日 19:30、休日 15:00、カフェは平日 16:30、休日 15:00 と曜日

によってピークの時間帯が異なる。特に 2 階閲覧室は平日はピーク

時でも満席にはならず、時間ごとの座席利用者数の変動も緩やかで

ある。休日はピーク時がほぼ満席であるのに対し、18:00 以降の座

席利用者数は少なく一日の変動が大きい。学習室は平日休日ともピ

ーク時前後の時間帯でほぼ満席の状態が続くが、平日の 16:30 以降

は 10:00～16:00 の時間帯に比べ座席利用者数が増加し、休日の

18:00 以降は 10:00～16:30 の時間帯に比べ座席利用者数が減少す

る。カフェは休日のピーク時前後でほぼ満席の状態であるがその他

の時間帯は変動も緩やかである。ただし、平日は 18:00 以降座席利

用者数が緩やかに減少するのに対し、休日は夕方も一定の座席利用

者数を維持している。その他、休日において 2 階部分で休息目的で

の座席利用が一定数みられるが、これは駅と直結する 2 階部分にベ

ンチ席が多く配置されているため、隣接する駅側から来館した利用

者が、その場所で会話やスマートフォンを使用する等の行為がとり

やすいためと考えられる注 8）。 
Tg 館では、平日休日とも閲覧エリアで読書と休憩、学習室とカウ

ンター席のある共用部で勉強、カフェで休息目的による座席利用が

多くみられた。1 階閲覧室は平日 14:30、休日 13:00 の昼過ぎ頃、2
階閲覧室は平日 16:00、休日 14:00 の夕方頃の時間帯にピークを迎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
えるが、3 階閲覧・学習室は平日 18:00、休日 11:30、カフェは平日

19:00、休日 13:30 と、St 館同様曜日によってピークの時間帯が異

なる。ただし、St 館に比べ平日は遅い時間帯、休日は早い時間帯か

らの利用が見られる。1、2 階閲覧室は平日休日ともにピークの時間

帯には満席に近い座席利用者数となるが、開館後間もない午前の時

間帯と 18:00 以降の夕方の時間帯の利用者数が少ない。なお、夕方

の 1 階閲覧室を中心に休息目的での座席利用が一定数見られるのは、

同エリアにソファ席が多く配置され、利用者がくつろげる空間が積

極的に用意されているためと考えられる。学習室は、平日のピーク

時前後と休日の夕方を除くすべての時間帯でほぼ満席状態が続いて

おり、平日 16:00 以降と休日には椅子席の多いカフェや 2 階閲覧エ

リアに勉強目的のあふれ出しによる座席利用者が広がっている。さ
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Table6 Definition of purpose of visit 

 

 
Fig.5 Presence or absence of purpose of visit and its contents 

 
Fig.6 Target facilities for visiting and by-the-way use (St Library) 

らにカフェは、前述の学習室からのあふれ出しが発生する平日夕方

以降の時間帯を除くと座席利用者数の変動は緩やかであるが、休日

は学習室からのあふれ出し利用を含め、昼前から夕方まで満席に近

い座席利用者数がある注 9）（Fig.4）。 
5-2. 施設利用者の来館目的 

St, Tg 館の巡回観察調査同日に来館者へのアンケート調査注 10）を

行い、平日休日別に施設利用者の来館目的の分析を行った。来館目

的の分析注 11）にあたり、その目的を解決、閲覧、環境、休息、限定、

その他の 6 種類に分類して分析を行った（Table6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まず St 館の来館目的の有無についてみると、来館目的をもつ利

用者は平日が 49.1%、休日が 58.3%であり休日の方が多い。 
その内訳をみると、平日は閲覧目的が 43.9%と最も多い一方で、

次いで解決目的と休息目的がともに 22.8%となっていることから、

解決目的よりも閲覧を主な目的とした利用が多く行われていること

がわかる。一方で休日は休息目的が 35.8%、限定目的が 34.3%と多

く、ともに平日に比べても多い。次いで閲覧目的は 26.9%となって

いるが平日に比べると少なく、解決や閲覧といった目的の利用より

もカフェなどでの休息を目的とするものや、イベント参加をはじめ

とした特定の目的のための一時的な利用等、図書館の本来的な機能

を直接の目的としない利用が多く行われていることがわかる。 
 次に Tg 館では、来館目的をもつ利用者は平日が 73.0%、休日が

75.7%と、両日とも 7 割以上が来館目的をもつ利用者である。 

その内訳をみると、平日は解決目的、限定目的、その他が共に

33.3%と多く、次いで閲覧目的が 21.0%となっている。同じく休日

では、平日でも多かった解決目的と限定目的での利用がそれぞれ

42.9%、38.3%とさらに多くなる一方で、レンタルショップ利用が影

響し平日利用が多かったその他の目的が 11.9%と最も少なくなって

いる。このことから、平日休日ともに解決目的を中心に図書館の本

来的な機能を目的とした利用と、図書の返却や休日のイベント参加

を目的とした利用が多く行われていることがわかった（Fig.5）。 
5-3. 来館目的とついで利用とのつながり 

St, Tg 館の来館者へのアンケート調査をもとに、当初来館目的と

した施設以外の利用と展開をとらえ、来館目的とついで利用とのつ

ながりについて分析を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

来館者が当初利用する目的で来館した施設（以下、目的施設）と、

実際の施設利用（以下、目的内利用）についてみると、St 館では目

的内利用は平日 71.7%、休日 79.7%と来館目的があり来館した来館

者の施設利用全体の 7～8 割を占め、平日よりも休日の方が多い。

次にそれぞれの内訳をみると、目的内利用は平日で単独目的が 3 パ

ターン、複数目的が 5 パターン注 12）計 8 パターン、休日で単独目的

が 4 パターン、複数目的が 9 パターン計 13 パターンあり、平日休

日ともに図書館を単独で利用目的としているものが最も多い。一方、

書店・レンタルとカフェの利用は単独目的が多いが、図書館との複
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Fig.7 Target facilities for visiting and by-the-way use (Tg Library) 

数目的での利用もみられることから、図書館利用が起点となった利

用展開も起こっているものと考えられる。特に、休日は図書館と他

施設を複数目的としているものが多い。 
一方ついで利用についてみると、図書館単独を目的施設としたも

ののうち、書店・レンタルをついで利用したものが平日休日ともに

最も多く、カフェや市民活動センター等が続く。平日は当初書店・

レンタルを単独目的とするものが多く、そこから図書館やカフェの

利用に展開しているものも見られた（Fig.6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Tg 館の目的内利用は全体の 6～7 割を占めるものの、休日 65.4%
に対し平日 77.0%と休日に比べ平日の方が多く、St 館とは逆の利用

状況となっている。次にそれぞれの内訳をみると、目的内利用は平

日で単独目的が 4 パターン、複数目的が 6 パターン計 10 パターン、

休日で単独目的が 4 パターン、複数目的が 6 パターン計 10 パター

ンであり、平日休日ともに図書館の単独目的が最も多いが、平日は

書店・レンタルの単独目的も多くみられる。一方、カフェの利用は

平日よりも休日の利用が多く、単独、複数目的ともに同程度の利用

があるが、複数目的のものは特に休日で図書館との組み合わせによ

るものが多くみられる。コンビニ利用は少数ではあるが平日休日と

もに単独、複数目的両方での利用が見られ、図書館との複数目的に

よるものが多いが平日では単独の利用にとどまるものもみられる。 
ついで利用についてみると、平日休日ともに図書館を目的施設と

するものが多いが、平日は書店・レンタルを目的施設とするものが

多い。図書館を目的施設とするものは、休日ではついで利用に展開

するものの数も種類も多い。同様の傾向は書店・レンタルを目的施

設とするものにおいてもみられる。また少数ではあるが、休日にお

いて、コンビニを単独で目的施設とする利用が複数施設の利用を伴

うついで利用へ展開するものもみられた（Fig.7）。 
5-4. 立ち寄り利用者の利用空間の広がり 

つづいて、St, Tg 館の来館者へのアンケート調査をもとに、特定

の来館目的がない立ち寄り利用者の利用空間の広がりについて分析

を行った。 
まず St 館について、立ち寄り利用者が利用した空間数に着目す

ると、平日 66.1%、休日 58.3%と休日で約 6 割、平日ではそれを超

えて複数空間を利用しており、特に休日は平日に比べ 3 ヶ所以上の

空間の利用者の割合が高く、最大で 5 ヶ所の空間を利用している。

一方、単独空間の利用者は平日 33.9%、休日 41.7%と、休日の割合

が高くなっている。次に、立ち寄り利用者の人数をみると 1、2 階に

集中している。その内訳を主要空間別に見ると、1 階の書店、2 階の

書店と閲覧室が多く、特に平日はカフェの利用も多くなる。それら

の多くが複数空間を利用するものである。1 階書店と 2 階閲覧室は

単一空間利用の割合が他の空間に比べ多くなっているが、これは 1
階書店と 2 階閲覧室がそれぞれ外部から直接アクセスできる出入り

口が設けられており、単独利用がしやすい空間構成となっているか

らと考えられる。2 階書店にも出入り口が設けられているが、単独

空間の利用者は他に比べて少ない。このことについて、利用空間の

広がりに着目すると、2 階書店の複数空間利用者は平日休日ともに

1 階書店と 2 階閲覧室のように隣接空間間でのつながりが強い。特

に 2 階閲覧室は異なる機能の空間であっても隣接空間同士であるた

め立ち寄り利用によるつながりが強い。一方で 3 階では 3 階閲覧室

を除き、立ち寄り利用者は見られず、学習室として位置付けられて

いることや配架書架もビジネス書や専門書等のものが多いこともあ

り、立ち寄り利用者の数も 1、2 階の利用者に比べて極めて少ない。

また、同様の理由から複数空間の利用については、2 階閲覧室だけ

でなく、1、2 階書店や 1 階カフェまで広がっている。一方で、3 階

の市民活動支援センターや交流室の立ち寄り利用が見られないのは、

これらの空間がガラスや間仕切壁によって隣接する閲覧エリアと物

理的に仕切られていることなども要因と考えられる。 
 次に、Tg 館の立ち寄り利用が利用した空間数は、平日は 60.0%、

休日は 59.3%と、両日ともに約 6 割が複数空間を利用しており、平

日は 2 ヶ所の空間を利用するものが大半であるが、休日では 3 ヶ所

以上の利用割合も多く、最大 10 ヶ所の空間利用も見られる。一方、

単独空間の利用者は平日 40.0%、休日 40.7%と両日とも同程度の割

合であった。次に、立ち寄り利用者の人数をみると平日休日ともに

1 階書店の利用者数が多い。その内訳を主要空間別にみると出入り

口がある 1 階のコンビニに対し、1 階の書店の利用が多く、平日休
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Fig.8 Connections between spaces used by visitors 

日ともに 1 階閲覧室の利用も多い。閲覧室については平日が 1 階の

利用が多いのに対して休日は 1、2 階ともに多くなり、特に複数空

間利用者の割合も高くなっている。1 階の書店は平日休日ともに単

独利用の割合が他の空間に比べて多くなっているのは、1 階の書店

がメインエントランスに隣接しており単独利用がしやすいことが要

因と考えられる。同様にカフェと 1 階閲覧室も単独利用が多いが、

カフェは休日、1 階閲覧室は平日と、曜日によって異なる傾向を見

せている。コンビニにも図書館へとつながる出入り口があるが、利

用は少数であるものの、そのすべてが複数空間利用者となっている。

さらに利用空間の広がりをみると、1 階書店の複数空間利用者は隣

接空間である 1 階閲覧室とのつながりが強く、休日は 2 階閲覧室と

のつながりも強い。その他の空間について、利用は少数であるはあ

るが複数利用によるものが多く、特に休日は非隣接空間の利用にお

けるつながりが施設全体に広がりを見せている（Fig.8）。 
 
6.まとめ 

本報では以下のことを明らかにした。まず近年の複合公立図書館

の機能構成と運営方針について、1）複合施設の機能構成として、文

化・学習施設を中心とした社会教育施設と飲食店を中心とした商業・

産業施設との複合化がその多くを占め、これらの施設は 1 館中に複

合する機能も他に比べ多いこと。2）運営方針では、地域の情報拠点

としてレファレンス機能の充実を目指す課題解決指向と施設の複合

化による充実したサービス、居心地のいい空間、交流の場の提供を

目指す滞在指向の方針が重視されている傾向があること。3）このう

ち直営方式の図書館では、課題解決指向の中でも地域の情報拠点と

しての方針が重視されている一方で、指定管理者方式の図書館では

滞在指向の中でも居心地のいい空間や施設の複合化による充実した

サービスの提供を中心とした方針が重視されている傾向があること。 
次に、St, Tg 館の施設利用者の来館目的と利用空間のつながりに

ついて、4）St、Tg 館ともに平日休日とも閲覧室での読書、学習室

での勉強、カフェでの休憩による座席利用が多く、閲覧室に対し学

習室とカフェは平日と休日における利用時間帯のピークが異なるこ

と。この利用時間帯のピークの違いにより St 館では隣接する駅側

からの利用者の流入、Tg 館では学習室からの他の空間への利用者の

あふれ出しが見られること。5）施設利用者の来館目的は St, Tg 館
ともに休日は限定目的が一定数あるが St 館では図書館の機能を主

目的としない休息目的が多く、Tg 館では図書館の本来的な機能を活

用した解決目的が多いこと。6）ついで利用とのつながりについて、

St,Tg 館ともに目的内利用の割合が多いが、平日休日のついで利用

ではその割合が逆転していること。特についで利用については、目

的内利用では St 館の場合、複数利用はあくまで図書館利用が起点

となり展開しているのに対し、Tg 館の場合は、図書館利用が主では

あるものの、その他施設では単独利用や複数利用のものも多くみら

れること。7）さらに、来館目的のない立ち寄り利用について、駅と

直結する St 館の方が Tg 館に比べ立ち寄り利用者の割合が高くなっ

ていること。また平日休日ともに約 6 割が複数空間を利用しており、

そのつながりとしてメインエントランス階にあり閲覧室に近接した

書籍販売やカフェを起点として展開していること。8）特に立ち寄り

利用者にとって時間的制約が少ない休日においては、利用空間が非

隣接空間にも広がりを見せており、空間の視覚的なつながりがある

Tg 館ではその傾向がより顕著となっていること。 
今回の利用実態調査によって明らかになったこれらの傾向はあく

まで St、Tg 館 2 館の調査に基づくものであるため、今後は調査対

象館を増やし、分析をより深めたいと考える。 
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注 

注1） 2015 年度の社会教育調査によると、本館・分館を含む公立図書館 3,300

館のうち 1,166 館が単独館、2,164 館が複合館であり、本館・分館と

もに複合館の数が単独館を上回っている。 

注2） 管理者アンケートは、調査対象館 48 館のうち、アンケートへの協力が

得られた 43 館の回答をもとに分析を行った。 

注3） 調査対象館は、両館ともに指定管理者である C 社が運営を行っている。

この 2 館以外に加え、C 社が指定管理者として運営する図書館では日

本の図書館において最も標準的に用いられている図書分類法である日

本十進分類法ではなく、本との出会いを重視した独自の分類が採用さ

れている。 

注4） St 館は、市が進める駅周辺整備事業の一環として図書館を核施設とし

商業機能・飲食店・鉄道駅と複合し、利便性の高い敷地に位置してい

る図書館である。また、指定管理者である C 社が図書館運営と書店の

管理を一体で行っており、C 社が指定管理を行う図書館としては調査

時点で 5 館目であった。商業機能の他、施設の 3 階には市が運営する

市民活動支援センターが複合されている。一方 Tg 館は、市の中心市街

地再開発事業の一環として、駅前に建設された複合ビルへ移転した図

書館である。指定管理者(C 社)が運営する図書館として初めての新築

図書館であり、商業施設や飲食店・ギャラリーなどの機能が複合され

ている。 

注5） 文部科学省によると課題解決型（図書館）とは、地域における情報基

盤の整備を受けて、地域社会における様々な資料や情報を有効活用で

きるように供することによって、地域の課題解決やそのための人々の

取組への展開を支援すること等を主な役割とする図書館であることが

示されている。その上で、目指すべき取り組みとして地域課題の解決

支援、個人の自立化支援、地域の教育力向上支援等が挙げられている。 

注6） 課題解決型（図書館）に対し、近年、従来の図書館サービスに加えて、

館内での来館者の滞在を意識した空間づくりやサービスの提供を行う

図書館も増加している。これらの図書館は一般に滞在型（図書館）と

呼ばれることが多いが明確な定義づけはなされていない。そこで本研

究では滞在型（図書館）を、誰もが気軽に訪れ、館内で様々なサービ

スを楽しみながら長時間快適に過ごすことのできる図書館と定義した。 

注7） 11:30～13:00、16:30～18:00 の時間帯は多くの施設利用者の昼食、夕

食時間帯と重なっていることもあり、飲食等を目的とした離着席や部

屋の出入りが他の時間帯に比べて極端に多いことが予備調査より明ら

かとなった。これらの利用行動については本節で分析対象とする図書

空間を中心とした座席利用とは、その動機や頻度等において著しく異

なる動態を示すため調査からは除外した。 

注8） 調査当日、St 館の 2 階テラス部分においてマルシェイベントが開催さ

れており、その参加者が多数来館していた。この状況は特殊な状況下

ともとらえられるが、当該図書館では年間を通して様々なイベントが

企画されており、何らかのイベントが館内で開催されている。そのた

め、イベント開催時の状況が当該図書館の休日の一般的な状態と判断

して分析を行った。 

注9） 調査当日、併設するカフェエリアでライブイベントが開催されており、

その参加者が多数来館していた。上記と同様の理由からこれも当該図

書館の休日の一般的な状態と判断して分析を行った。 

注10） 来館者へのアンケートは、来館者の退館時に調査員による声掛けによ

る現地回答の方式で行った。調査場所については、St 館ではバスター

ミナルと接続する 1 階北側メインエントランスと駅に接続する 2 階の

テラス部分に面するサブエントランス、Tg 館では駅に面した 1 階東側

メインエントランスと 1 階北側サブエントランスに調査員を複数配置

し、施設外部と接続する場所にて実施することで、来館者の属性によ

るサンプルに偏りが生じることなく全体の傾向をとらえることができ

るよう配慮した。 

注11） Fig.6～Fig.8 の回答者数は来館者へのアンケート調査の全調査回答

者数（St 館：平日 116 人、休日 115 人、Tg 館：平日 111 人、休日 111

人）のうち、来館目的の有無と利用施設について回答が得られた有効

回答数（St 館：平日 112 人、休日 112 人、Tg 館：平日 104 人、休日

108 人）をもとにした。なお、Fig.5 は全調査回答者数をもとにした。 

注12） Fig.6、Fig.7 の破線表現の□は「当初は目的施設としていたが、実際

には利用しなかった施設」を表すため、目的内利用のパターン数には

含めない。 
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This research clarifies the following issues to obtain useful knowledge for future public library planning by capturing 

the behavior of the complex public library in recent years based on the user’s purpose of visit.  

First, the functional structure and management policy of the complex public library in recent years were examined, 

and then, elucidated the following points. 1) With respect to the functional composition of complex facilities, most such 

facilities combine social education facilities, mainly for culture and learning, and commercial and industrial facilities, 

mainly restaurants, as well as integrate multiple functions in one building, compared with other facilities. 2) In the 

management policy, problem-solving orientation aiming to enhance reference functions as a regional information base 

and the stay orientation that aims to provide a full range of services, cozy space, and place for interaction are emphasized. 

3) The policy as a regional information base in the problem-solving orientation is emphasized in the directly managed 

library; on the other hand, its stay orientation—mainly providing a cozy space and full range of services—is emphasized 

in the designated manager-type library. 

 Second, the connection between users’ purpose of visit and the space used at St and Tg libraries were clarified. 4) At 

both the libraries, reading in the reading room, studying in the study room, and taking a break in the café were observed 

to be common on weekdays and holidays. In addition, compared with the reading room, the study room and café had 

different peak usage times on weekdays and holidays—because of this difference, the inflow of users from the adjacent 

station could be seen at St Library, and the outflow of users from the study room to other spaces at Tg Library. 5) While 

users had a certain number of limited purposes of visit on holidays at both St and Tg libraries, there are many resting 

purpose that does not directly aim at the original function of the library in St library and the purpose of the solution 

utilizing the original function of the library in Tg library. 6) Regarding the relationship with usage, the ratio of purpose-

specific use is high in both St and Tg libraries, but the ratio is reversed for use on weekdays and holidays. Especially in 

the purpose-specific use, by the way use is based on the library use, and then the use is expanded in the St library. On 

the other hand, although the library is mainly used, many other facilities are single or multiple use and various other 

facilities are the starting point for by the way use in the Tg library. 7) Furthermore, stop by use was higher at St Library, 

which is directly connected to the station, as opposed to Tg Library. Approximately 60% of the stop by users used 

multiple spaces on weekdays and holidays—the bookstore and café near the reading room on the floor where the main 

entrance is located emerged as the starting points. 8) Especially on holidays, when there are fewer time constraints for 

stop by users, the space used extended to non-adjacent spaces. In addition, this tendency was even more pronounced at 

Tg Library where the visual connection of space is emphasized. 
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